
概要

研究内容

岐阜大学 早川 幸男
ブルーアンモニアを原料とした水素発電システム

カーボンニュートラル実現に必要不可欠なアンモニアの燃料利用

○アンモニアは非常に有望な水素キャリアである
・分子内水素含有率（17.8wt%）が高く，利用時にCO2を排出しない
・既存インフラを活用することで，安価に製造・輸送・貯蔵が可能
・グリーン成長戦略にも組み込まれており，第６次エネルギー基本計画にも

取り上げられている

○CO2フリーアンモニア（ブルーアンモニア）の製造技術は確立済み
・海外（UAEやサウジアラビアなど）からの大規模な輸入も決定

✓アンモニアから高純度水素をつくる実用技術が必要

プラズマメンブレンリアクター（PMR）の構造と原理

アンモニアを原料とした純水素製造システム



実証試験

今後の展望
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